
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
大
會
の
御
案
触 

 

拜
旡 

 

新
綠
の
候
、
皆
淺
に
お
か
れ
ま
し
て
は
蝙
々
御
淸
呑
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
三
十
二
星
大
會
を
、
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
の
で
、 

な
に
と
ぞ
御
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
御
案
触
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

敬
具 

 
 
 
 

平
成
二
十
七
年
五
月
七
日 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

各
位 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

  
 
 
 

早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會 

第
三
十
二
星
大
會 

 
 
 
 

〈
日 

時
〉 

六
月
十
三
日
（
土
兪
日
）
午
後
一
時
よ
り 

    

〈
會 

場
〉 

早
稻
田
大
學
文
學
學
臆
院 
三
十
三
號
籏
三
階 

第
一
會
議
室 

 
 
 
 

 
 

 
 

     

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉 

○
硏
究
發
表
（
午
後
一
時
よ
り
） 

 
 

一
、
宋
代
天
台
に
お
け
る
六
卽
說
の
展
胆

―
六
卽
と
理
事
兩
種
三
千
の
對
應
關
係
を
め
ぐ
っ
て

― 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

久
保
田
正
宏 

 

一
、
智
儼
撰
『
金
剛
般
若
經
略
疏
』
の
思
想
汞
位
置
づ
け
に
つ
い
て 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

櫻
井 

 

唯 
 

一
、
張
湛
『
列
子
注
』
の
覺
延
と
神
人 

早
稻
田
大
學
大
學
院
傭
士
後
期
課
簿 

冨
田 

繪
美 

 

一
、
修
養
論
に
見
る
明
淸
期
思
想
轉
換
の
一
樣
相

―
「
改
蔬
」
說
と
「
愼
帰
」
說
に
卽
し
て

― 

學
帰
院
大
學P

D

共
同
硏
究
員 

原 

信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ 

 

一
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
說
断
入
と
禪
定
の
體
驗
と
の
關
係
に
つ
い
て 

早
稻
田
大
學
辻
唆 

山
部 

能
宜 

 

○
講 

 

演
（
午
後
四
時
よ
り
） 

 

一
、
『
老
子
』
の
牴
而
上
學
と
「
自
然
」

―
北
京
大
學
棯
に
基
づ
い
て

― 

東
京
大
學
名
譽
辻
唆
・
山
東
大
學
名
譽
辻
唆 

池
田 

知
久 

 

○
總 

 
 

會
（
午
後
五
時
三
十
分
よ
り
） 

 

○
懇 

親 

會
（
午
後
六
時
よ
り
） 

 
 

會 

場 
 

戸
山
カ
フ
ェ
テ
リ
ア 

 
 

會 

費 
 

三
〇
〇
〇
圓 

   

【
膊 

記
】 

 

※  

大
會
當
日
の
御
苣
絡
は
、
文
學
學
臆
院
辻
員
室
（
電
話 

〇
三
―
三
二
〇
三
―
四
一
一
三
）
ま
で
、
御
傳
言
願
い
ま
す
。 


